
災害が発生したら
●窓や棚、ガラスなどの危険物から離れる

●火を始末し、二次災害を防ぐ

●落下物から頭と手足を守る

●出口を確保する

●冷静に、落ち着く

●正確な情報を収集する

●家族との安否確認および大学へ安否連絡

2026.1作成

●総務課　電話：077-596-8410
●学生課　電話：077-596-8430
●守衛室　電話：077-596-8418

緊急避難アイテム
日頃から準備・携帯しておくと便利な物

日頃の準備

その他非常時に必要なアイテム

□ 現金（小銭も）
□ 健康保険証
□ タオル・絆創膏・包帯 
□ 手回し充電ラジオ・ライト
□ ティッシュ・ウエットティッシュ 
□非常用保温アルミシート
□ チョコレート・あめ等 
□ 学生証・教職員証（免許証なども）

□ アドレス帳 
（家族、友人の連絡先を記入）

□ 雨具（カッパなど）
□ 携帯充電用USBケーブル 
□ ポリエチレン製ごみ袋 
□ 油性マジックペン
□ モバイルバッテリー

□ 貯金通帳
□ 常備薬とそのお薬手帳
□ 運動靴
□ 卓上コンロ
□ ひも・ロープ 
□ 予備電池
□ スリッパ
□ 使い捨てカイロ 

本マニュアルはホームページよりプリントアウトできる
ので、ご家族にも事前にお伝えください。
https://biwako-seikei.jp/pdf/eq_manual.pdf

※油性ペンを使用して記入してください

Memo

□ 印鑑
□ 上着・下着・靴下
□ リュック 
□ 懐中電灯
□ ろうそく 
□ 缶切り・栓抜き
□ 洗面道具
□ 非常用食料・水

適切な準備を行うことで災害による被害を軽
減することができます。どんな備えが必要か考
えておきましょう。

●避難場所の確認（大学付近および自宅周辺等）
●家族との連絡方法および待ち合わせ場所の確認
●災害伝言板サービスの確認と登録
　（メール宛先等の事前登録が必要）
●帰宅ルートおよび所要時間の確認
　（災害時徒歩　約2.5㎞/ｈ）
●緊急時パーソナルメモの作成・記入
●具体的な情報収集手段および緊急避難場所
　等の確認（大学および通学途中）
●転倒防止対策や緊急避難アイテムの確認
●大学および友人等への連絡方法の確認およ
　びリスト整備

　

　

　

　

携帯電話にも対応していますので、画面メモに
て保存してください。ただし、緊急時は携帯電
話の充電が切れることもあるので、ポケットマ
ニュアルも併せて携帯してください。
※インターネット接続時にパケット通信料がか
かります。

緊急時パーソナルメモ
本人の連絡先

緊急時の連絡先

避難場所

フリガナ　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　年齢

住　所

電話番号

生年月日 血液型

学部学科
研究科

　学籍番号

持病・常備薬等

アレルギー等

家族・帰省先等の住所

電話番号（　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　）

自宅近くの避難場所

家族との待ち合わせ場所

備考

20　　　年　　　月 日 記入

※持病のある方はお薬手帳を携帯しておきましょう

※油性ペンを使用して記入してください

https://www.nttdocomo.co.jp/info/disaster/disaster_board/

※その他の携帯会社は各社ホームページを参照ください。

https://www.au.com/mobile/anti-disaster/saigai-dengon/
https://www.softbank.jp/mobile/service/dengon/boards/
http://www.ymobile.jp/service/dengon/

NTTドコモ

au
ソフトバンク

ワイモバイル

家族への連絡方法
NTT災害伝言ダイヤルサービス

事前の登録が必要です！（事前にテストをしてください）

携帯各社の災害伝言板サービス

市外局番

■利用可能な端末／NTTの一般電話、公衆電話、携帯電話
■蓄積伝言数／1電話番号あたり１～10伝言
■録音時間／1伝言　30秒以内
■伝言保存期間／2日間（48時間＊自動消去）

※被災地の方も、被災地以外の方も利用方法は同じです。

電話番号 事前に記入しておきましょう

伝言の録音 伝言の再生
へ電話をかけます。
ガイダンスが流れます。

１ ２
市外局番＋
自宅電話番号

市外局番＋
被災地の方の電話番号

各社の二次元コードはこちら
■
N
T
T
ド
コ
モ

■
a
u

■
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

■
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
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あらかじめ指定したご家族や知人に対して、災
害用伝言板に登録されたことをメールでお知ら
せする機能も提供されます。また、インターネッ
トからも安否情報の確認が可能です。

大規模災害発生時に携帯電話から安否確認（安否
情報の登録）ができる災害用伝言板サービスです。

地震など大災害発生時に、安否確認などの電話が
爆発的に増加し、つながりにくい状況になった場
合、提供されるサービスです。

①

②

③

NTTドコモ

au
ソフトバンク

ワイモバイル

インターネット

メール返信

電話

大学への安否連絡
大地震などの災害が発生した場合、大学はセ
コム安否確認システムにて学生の安否確認を
行います。自身で登録したメールアドレスに
安否確認メールが届きますので、下記のいず
れかの方法で必ず報告をお願いします。

①受信した安否確認メール内のURLをクリック
②安否報告
③コメント報告
④ログアウト

①受信した安否確認メールを返信
②件名を削除し件名に数字のみを入力する
　　安全：1  軽症：2  重傷：3
　　本文にコメントを入力する
③送信する

①受信した安否確認メールに記載の電話番号
に電話する
②企業コード（6829）＋＃を押す

④本人確認「1」を押す
⑤アナウンスに従い報告する

③ユーザーID（学籍番号・教職員番号）＋＃を押す

災害発生
直後は裏面へ

マニュアル
D i s a s t e r  P r e v e n t i o n  M a n u a l

特に地震発生時
●むやみに動かず身の安全を確保
●倒れやすいものから離れ、落下物に注意
●避難は徒歩で、荷物は最小限に



※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものでは
ない等の理由から、警戒レベル 5は必ず発令されるも
のではない
※2 警戒レベル 3は、高齢者等以外の人も必要に応じ、
普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的
に避難するタイミングである

火災避難のポイント
●火災を発見したらすぐに 119 番。場所はどこか、何が
燃えているか、けが人がいるか的確に伝える。

●避難時、延焼を防ぐため、燃えている部屋のドアを閉
め、空気を絶つ。
●エレベーターの使用は危険。絶対に使用しないこと。
●煙を吸うのは危険。濡れたハンカチなどを鼻と口に当
て、呼吸は鼻から吸い、口から吐くこと。
●煙が充満している場合、姿勢をできる限り低くして避難
する。
●一度避難したら、戻らないこと。

●出火から3 分以内が自分で消火できる限界。それを超
えた場合はすみやかに避難すること。

消火器の
使用方法

普段から消火器がどこに設置してあるか
確認しておく。

ホースを火に向けて
レバーを強く握る

止血
出血している部分に清潔なガーゼやハンカチを当てて
片手で圧迫する。血がにじんできたらガーゼやハンカ
チを重ね、きつめに包帯を巻く。
※感染予防のため、救助者はできる限りビニール手袋
やビニール袋を手に着用してください。
※血が噴水のように吹き出る場合は応急処置とともに
119番へ連絡しましょう。

心臓マッサージ
倒れている人の胸の真ん中（乳頭と乳頭を結ぶ線の真ん
中）に手のかかとの部分を重ねて載せ、肘を伸ばしたま
ま真上から強く押す（胸が 4～ 5cm 程度沈むまで）。こ
れを1分間に約100回の早さで繰り返し続ける。AED が
到着次第、電源を入れ、音声ガイドに従うこと。

応急処置

火災発生時災害時避難情報

★避難場所★避難場所

2
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性の森

AED

★…避難場所

びわこ
エリア

　⑧守衛室
　⑨交流・研究棟
　⑩実習・研究棟
　⑪ライブラリー
　⑫第1講義棟
　⑬第2講義棟
　⑭マルチアリーナ
　⑮メインアリーナ
　⑯アクアセンター
　⑰中央棟（食堂・売店など）
　⑱コモンズ
　⑲クラブ棟
　⑳サッカーフィールド
　㉑陸上フィールド★
㉒アウトドアフィールド
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★避難場所★避難場所
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バイク置場

バス乗場

自転車置場

AED

AED

AED

AED

AED

AED

…AED設置場所

…担架設置場所
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担  架

担  架

安全栓を上に引き抜いて11 2 3

2

3

びわこ成蹊スポーツ大学  避難場所

災害時避難チャート

レベル4までに必ず避難
レベル1～４ レベル5

YES

YES

YES

ただちに命を守る行動！

その場で安全を確保 避難場所へ避難

引き続き安全を確保 安否確認システムや通信手段で、
大学・家族に安否連絡

自宅へ 避難場所へ

災害発生

NO

NO

NO

非常時に大切なのは、冷静な判断力です。
迷ったときこそ落ち着いて、安全な行動をとりま
しょう。

災害発生時 特に地震発生時
危険物から離れる
窓や棚、ガラスなどが割れたり中のものが飛び
出しそうなものから離れる。
実習中や課外活動中などで、周囲に危険なもの
がある場合は、すみやかにその場から離れる。
落下物から頭と手足を守る
机の下にもぐる。バッグなどで頭を覆うなどして、
頭と手足を守る。落下物がない場所にいる場合
は、その場で座り込む。
出口を確保する
ドア付近にいる人は、余裕があればドアを開け、
出口を確保する。
揺れがおさまるのを待つ
安全を確保して、揺れがおさまるのを待つ。
火の始末をし、二次災害を防ぐ
ガスやストーブの火を消し、ブレーカーのスイッ
チを落とす。

●冷静に、落ち着く。
●建物の傾き、壁のひびなどを確認。
●火災の場合は自分の身が安全な範囲で周囲の協力を得ながら初期消火。また、消火が困難と判断した
　場合は、火から離れる。
●負傷者がいる場合は安全な範囲で周囲の協力を得ながら応急処置をし、自衛消防本部へ連絡。
●余震の可能性もあるため、あわてずしばらく様子を見る。
●デマや不確かな情報に惑わされない。情報は鵜呑みにせず、正確性を判断する意識を持つ。

●周囲の状況に注意し、むやみに動かず身の安全
　の確保を最優先とする。
●塀、電柱、自動販売機などから離れ、落下物にも
　注意する。
●被害状況を正しく把握する。
●事前に家族と相談して決めた避難場所に移動
　する。ただし、被災場所やその場の状況によっては
　安全を最優先し、別の避難場所に移動する。
●避難中は警察や消防の指示に従う。
●避難は徒歩で、荷物は最小限に。
　（火を扱っている場合は、身の安全を確認後、火
　の始末）
●正確な情報収集に努め、なるべく集団で行動する。
●エレベーターを使用せず階段で避難する。
●負傷者の救護や初期消火に協力する。

避難情報（警戒レベル）を確認しましたか？

あなたのいる場所は安全ですか？

大学・家族と連絡は取れましたか？

自宅に歩いて帰れますか？

自分自身の心構え

警戒レベル一覧表
警　戒
レベル 住民がとるべき行動 行動を促す情報

警戒レベル4までに全員避難

5

4

3

2

1

命の危険 直ぐに
安全確保！

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの
避難行動を確認

大雨・洪水・
高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

災害への心構えを
高める

緊急安全確保

高齢者等避難

避難指示

※2

※1

★①ベースボールフィールド
　②つどいの広場
　③第1ハウス（更衣室&トイレ）
　④第2ハウス（多目的室・器具庫など）
　⑤テニスの森
　⑥多目的グラウンド
　⑦野性の森

比  良
エリア


